







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
駿河台大学教職論集	 第 1 号（2015） 
 - 55 - 
「近現代日本史」講義における靖国神社問題 
 
                                木村 卓滋 
 
はじめに 
	 靖国神社は 1869 年に東京招魂社として創建され、その後 1879 年に靖国神社と改称され
今日に至る1。そこには 1853 年のペリー来航以降、アジア・太平洋戦争に至るまでの日本
内外の戦乱、対外戦争における戦没者が祭神として祀られており、その数はおよそ 246 万





























                                                        
1 以下靖国神社の説明については、靖国神社 HP(http://www.yasukuni.or.jp/history/detail.html)	
	 参照。 
2 赤澤史朗『靖国神社』（岩波書店、2005 年）9 頁。 
「近現代日本史」講義における靖国神社問題	

















定されることとなった。さらに 1947 年 5 月に施行された日本国憲法に、信教の自由（憲法


















                                                        
3 村上重良『慰霊と招魂』（岩波新書、1974 年）204 頁。 
4 三土修平『靖国問題の原点』（日本評論社、2005 年）170 頁。 
5 同前、171 頁。 
6 同前、同頁。 
7 三土修平『頭を冷やすための靖国論』（ちくま新書、2007 年）166 頁。 
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	 日本遺族会は 1952 年 1 月の第 3 回全国戦没者遺族大会において「国および市町村が主催
して戦没者の慰霊行事を行い、その費用は国が負担すること」を要求項目として決議し、

























                                                        
8 以下日本遺族会の活動については、田中伸尚『靖国の戦後史』（岩波新書、2002 年）参 照。 
9 前掲『靖国の戦後史』（岩波新書、2002 年）40 頁。 
10 同前、43 頁。 
11 「第 24 国会衆議院海外同胞引揚および遺家族援護に関する調査特別委員会会議録第 4 
号」1956 年 2 月 14 日。 
12 田中、前掲『靖国の戦後史』61 頁。 
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翌年の 1 月から 3 月の間に 295 万名の請願署名を集める。さらに日本遺族会は各地方議会
に対して靖国神社国家護持決議を求め、6 県議会、445 市町村で賛成決議を得ることに成功
している。 
	 その後、1962 年 8 月に日本遺族会は「靖国神社国家護持要綱」を衆参両院議長に提出、
靖国神社自身も 1963 年の 4 月に「靖国神社国家護持要綱」を発表するなど、靖国神社国家
護持実現に向けた具体的な提案を開始した。これらの要綱は、靖国神社の持つ宗教性や伝
統を損なわない形での国家護持の実現を要求するものであった。こうした日本遺族会や靖
















                                                        
13 同前、47 頁。 
14 同前、同頁。 




17 同前、103 頁。 
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	 靖国神社法案が廃案となった原因の第 1 は、キリスト者や仏教者など宗教者を中心とし





























動を展開しようとする組織である。こうした動きに呼応して 1978 年 4 月には「英霊にこた
える議員協議会」、1981 年 3 月には「みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会」が結成
され、靖国神社の春秋の例大祭や 8 月 15 日の終戦記念日に国会議員の集団参拝が行われる
ようになる。 
	 首相による公式参拝は、1985 年に中曽根康弘首相によって実現することとなる。1982
年に「戦後政治の総決算」掲げて首相に就任した中曽根は、1985 年 8 月 15 日に靖国神社
への「公式参拝」を実行する。中曽根は拝殿で「内閣総理大臣	 中曽根康弘」と記帳し、
                                                        
18 以下靖国神社公式参拝と中曽根康宏首相による公式参拝実現までの過程については、前掲、 
	 『靖国の戦後史』参照。 
19 赤澤、前掲書、184 頁。 
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20 島田裕巳『靖国神社』（幻冬舎、2014 年）170 頁。 
21 三土修平『靖国問題の深層』（幻冬舎ルネッサンス新書、2013 年）116 頁。 
22 赤澤、前掲書、211 頁。 
駿河台大学教職論集	 第 1 号（2015） 







































                                                        
23 三土、前掲『靖国問題の原点』25 頁。 
24 同前、112 頁。 
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25 村上、前掲書、まえがき。 
26 吉田裕『アジア・太平洋戦争』（岩波新書、2007 年）。 
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おわりに 
	 本講義で扱ったテーマは、戦後靖国神社問題を理解するための初歩的な知識を提供する
ことを目的としたものであり、戦後靖国神社問題から見ればごく一部のものである。また
政治的対抗という視角からの戦後靖国神社問題に関する分析の紹介を中心としているが、
こうした分析以外にも憲法学や宗教学など様々な視角からの分析がある。限られた時間の
なかでこれら全ての分析視角を講義で紹介することは不可能であるものの、より多くの問
題、例えば靖国違憲訴訟を紹介することや宗教学から見た靖国神社の問題点などを紹介す
ることが出来たのではないかと考えている。来年度以降の課題としていきたい。 
 
